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地
域
住
民
に
密
着
し
た
H

豊
か
な
町
づ
く
り
H

健
全
財
政
を
堅
持

私
は
町
長
に
就
任
以
来
三
期
、
十
年

自
の
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
激

し
い
内
外
の
間
情
勢
の
変
転
の
中
に
あ

っ
て
、

町
政
を

一
精
力
強
く
推
進
す
る

決
定
を
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

最
近
の
経
済
情
勢
を
み
ま
す
と
、
国

一一ー・周司・・・rc

と
を
奇
置
し
、
当
分
の
問
、
同
施
設
を

借
り
上
げ
、
町
営
事
業
と
し
て
実
施
し

た
く
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

白
粉
病
丑
ぴ
婦
人
科
が
ん
検
診
は
、

早
期
発
見
早
期
治
療
が
急
務
で
あ
り

ま
す
の
で
、
畳
診
に
つ
い
て
秘
儀
的
に

推
進
を
図
り
ま
す
。

妊
婦
、
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
特
に

む
し
歯
の
予
防
が
大
切
で
あ
り
ま
す
の

で
、
町
内
在
住
の
歯
科
衛
生
士
の
指
導

を
願
い
、
母
子
共
に
健
康
な
歯
を
育
て

る
た
め
に
努
力
し
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

文
、
か
ね
て
よ
り
実
現
が
待
た
れ
て

い
ま
し
た
翻
川
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
建

設
に
つ
い
て
は
、
湯
温
三
十
二
度
の
低

温
利
用
上
の
技
術
研
究
等
に
よ
り
遅
延

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
に
お
い

て
建
設
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
介
、

な
お
、
こ
の
施
設
の
運
用
に
当
っ
て

は
、
地
元
住
民
と
十
分
協
議
を
し
、
合

理
的
運
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

又
、
高
美
公
悶
は
本
年
度
か
ら
運
蛍

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
管
理

人
を
委
託
し
管
理
の
適
正
を
期
す
と
共

に
町
民
ひ
と
し
く
線
並
か
な
施
設
を
活

用
し
、
明
日
へ
の
英
気
を
養
う
た
め
、

ご
利
用
を
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

八
束
橋
を
永
久
橋
に
架
挨

生
活
環
境
の
整
備

町
民
の
生
活
環
境
の
機
能
を
高
的
、

産
業
経
済
の
掘
興
を
図
る
た
め
に
は
逃

合
理
的
効
率
的
な
財
政
を

内
民
間
需
要
を
中
心
に
、
経
済
は
総
じ

て
着
実
な
拡
大
を
続
け
て
い
る
も
の
の

我
が
園
を
め
く
る
内
外
環
境
は
、
原
油

価
格
の
上
昇
等
の
嬰
因
か
ら
今
後
の
張

気
の
動
向
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
干
断

を
併
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
主
状
勢
か
ら
、
地
方
行
政

の
自
由
性
が
強
く
要
請
さ
れ
、

一
方
に

お
い
て
は
町
政
の
見
直
し
と
簡
紫
効
率

化
の
た
め

一
段
の
努
力
が
望
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
財
政
体
質
を
充
実

し
、
住
民
志
向
に
対
応
し
て
住
民
生
活

を
守
り
、
相
祉
の
向
上
を
目
途
に
住
民

の
自
治
意
識
を
昂
摘
し
、
町
議
会
、
理

事
者
、
職
貝

一
体
と
な
り
、
そ
の
職
分

遂
行
に

一
層
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
年
度
に
お
け
る
園
町
地
方
財
政
計

闘
の
内
容
は
、
昨
年
に
引
続
き
仙
金
体

質
が
一
段
と
強
ま
り
、
地
方
自
治
体
が

直
面
し
て
台
り
ま
す
危
機
的
な
状
況
が

そ
の
ま
ま
数
字
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
我
が
国
経
済
の
急
激
な

変
化
を
背
苅
と
し
て
、
本
町
の
新
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
政
入
の

路
交
通
網
の
整
備
が
極
め
で
虫
聖
で
あ

り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
強
力
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
道
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に

引
続
き
神
丘
六
線
八
百
十
灯
、
盟
国
線

に
つ
い
て
は
、
道
々
よ
り
盟
国
橋
ま
で

の
支
陣
物
件
、
補
償
、
用
地
口
収
貨
を

計
上
、
道
路
舗
装
に

つ
い
て
は
、
川
年

改
良
し
た
白
石
綿
五
百
五
十
八

M
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

橋
設
の
架
換
に
つ

い
て
は
、
八
束
嶋

崎
鴻
延
長
五
十
九

六
H
M
と
前
後
町
道

五
百
五
十
H
川
、
造
成
幅
日
七
五
灯
、

歩
道
二
口
の
改
良
舗
装
で
、
本
年
よ
り

三
ヶ
年
計
画
で
先
施
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

本
年
度
は
仮
縮
、
旧
橋
解
体
、
橋
台

一
基
を
実
施
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

踏
切
榊
造
改
良
市
中
撲
に
つ
い
て
尉
在

刊
美
町
の
町
枝
踏
切
歩
道
部
分
が
来
控

確
保
に
つ
い
て
は
従
前
に
ま
し
て
芯
を

用
い
、
歳
出
面
に
お
い
て
も
行
財
政
運

営
の
健
全
性
を
確
保
し
つ
つ
徹
底
し
た

経
略
経
費
の
節
減
に
務
的
、
地
峨
住
民

に
笛
脅
し
た
些
か
な
住
み
よ
い
社
会
づ

く
り
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
特
に
本
年
度
は
第
二
期
町
総
合
計

画
の
樹
立
の
年
に
あ
た
り
、
昭
和
五
十

六
年
度
を
第
一
年
と
し
て
十
ヶ
年
計
画

の
策
定
は
至
上
命
題
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
総
合
計
画
策
定
を
機
会
に
、

策
定
に
あ
た
っ
て
は
町
側
の
独
普
的
な

も
の
で
な
く
町
民
の
述
け
い
度
を
強
め

る
等
、
計
画
策
定
に
は
充
分
意
を
は
か

つ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
度
は
継
続
事
業
で
あ
る
今
金
中

学
校
の
建
設
、
国
保
病
院
の
改
築
事
業

を
最
盛
点
施
策
と
し
て
推
進
し
、
奨
利

河
ダ
ム
建
設
に
伴
う
符
条
件
の
強
制
、

激
動
す
る
産
業
の
掠
興
等
に
配
慮
す
る

と
共
に
行
財
政
運
単
に
つ
い
て
も
、
事

務
の
簡
素
化
、
合
理
化
を
行
い
財
源
的

軍
占
配
分
に
意
を
用
い
健
全
財
政
を
堅

持
し
て
当
面
す
る
困
難
な
町
政
の
推
進

に
当
る
党
俗
で
あ
り
ま
す
。

54年度 完成の高美 公 園

怖
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
予
算
を

計
上
し
、
施
行
に
つ
い
て
は
国
鉄
が
行

い
ま
す
。

街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業

の
中
央
通
り
線
四
百
三
+
灯
を
舗
装
、

完
了
の
予
定
で
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
団
代
線
を
計
画

本
年
度
は
、
用
地
口
収
、
支
陣
物
件
、

補
償
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

次
に
除
雪
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、
冬

期
聞
の
交
通
確
保
の
た
め
、
防
雪
柵
を

木
製
の
も
の
を
逐
次
、
銅
製
に
切
符
え

い
た
し
ま
す
。

主
お
長
期
間
各
別
交
通
不
能
で
あ
り

ま
し
た
田
代
橋
よ
り
近
々
ま
で
、
本
年

度
確
保
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
グ
レ
ー

ダ
ー
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
y
ク
各
一
台
を
更

斬
し
、
交
通
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
で
は
、
五
十g
 

現
在
木
製
の
八
東
橋

昭
和
田
年
度
の

町
政
執
行
方
針

種
川
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
建
設

町

民

福

祉

の

充

実

町
民
相
祉
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
減

速
経
済
下
に
あ
り
な
が
ら
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
常
に
後
退

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
特
に
社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
々
に
対
し
、
出

来
る
だ
け
の
配
成
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

身
附
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
思
皮
れ
珂

陣
者
の
医
療
費
を
措
置
す
る
ほ
か
、
管

内
の
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
参
加
費

用
の
補
助
に
つ
い
て
計
上
い
た
し
ま
し

た。
老
人
相
祉
対
策
に
つ
い

τは
、
老
人

の
生
き
が
い
対
策
と
し
て
敬
老
会
、
老

人
ス
ポ
ツ
大
会
、
老
人
健
康
診
断
等

に
つ
い
て
予
算
計
上
す
る
と
と
も
に
、

吋
策
の

一
環
と
し
て
八
鈴
に
舟
の
家
を

建
設
し
、
老
人
を
は
じ
め
婦
人
、
青
年

の
研
修
及
び
文
化
教
養
の
場
と
し
て
広

〈
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
予
算
措
置

し
ま
し
た
。

児
童
相
祉
に
つ
い
て
は
、
常
股
保
育

四
年
発
生
誕
害
、
第
二
幹
線
川
ニ
ケ
所
、

初
回
支
線
川
、
金
原
支
線
川
の
計
四
ケ

所
を
本
年
度
実
施
い
た
し
ま
す
。

公
必
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
本

年
よ
り
任
意
挫
で
併
え
の
形
を
と
り
、

老
朽
住
宅
の
改
築
に
つ
い
て
、
入
居
者

の
意
向
も
十
分
考
え
な
が
ら
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は
チ
プ
タ
ウ

γ

ナ
イ
川
の
改
修
に
伴
い
緑
町
に
あ
る
公

住
の

一
部
が
移
転
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
二
棟
十
戸
を
解
体
L
3
D
K
十
二

戸
の
建
設
を
計
画
予
算
措
白
い
た
し
ま

し
と
。美

利
河
住
民
の

生
活
再
建
対
策
に
全
力

美
利
河
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
四
年
か
ら
予
備
制
査
に
着
工
以
来
十

ヶ
年
を
経
で
、
五
十
四
年
度
か
ら
建
設

。
工
の
巡
び
と
な
り
、
ダ
ム
挫
般
の
器

鑓
と
な
る
関
係
者
へ
の
捌
失
補
償
問
題

に
的
年
は
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、

本
年
一
月
九
日
霊
結
調
印
が
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
側
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
で
あ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
度
予
算
で
、
総
制

一

億
六
千
万
円
余
に

つ
い
て
十
三
戸
の
梢

償
契
約
も
円
満
に
締
結
さ
れ
推
進
し
て

台
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
建
設
事
業
費
と
し
で
六

億
三
千
万
円
が
予
算
付
け
と
な
る
見
込

み
で
す
。
主
音
事
業
と
し
て
、
町
が
住

宅
団
地
を
計
画
し
て
い
る
個
所
の
工
事

三
丹
十
二
日
か
ら
開
か
れ
た

第

一
固
定
例
町
議
会
で、

河
端

町
長
は
本
年
度
の
町
政
執
行
方

針
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
し
ま
す
。

(2 ) 

所
の
ほ
か
、
委
託
施
設
、
季
節
及
び
へ

き
地
保
育
所
六
カ
所
の
運
営
を
図
る
と

と
も
に
幼
児
保
育
に
つ
き
ま
し
で
も
最

普
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
更
に
障
害

児
の
稲
祉
対
策
と
し
て
は
、
障
害
児
の

も
つ
親
の
会
の
巡
単
扱
助
の
た
め
、
前

年
度
よ
り
若
干
の
増
額
措
訟
を
し
ま
し

た
。次

に
保
健
衛
生
の
推
進
で
あ
り
ま
す

が
、
最
近
の
高
齢
化
社
会
に
伴
っ
て
疾

病
柄
造
も
多
織
化
し
て
い
る
現
在
、
町

民
各
位
の
健
康
管
理
の
意
織
昂
揚
は
極

め
て
霊
喪
主
施
策
の

一
つ
で
あ
り
ま
す

が
、
不
幸
に
て
保
健
婦
が
昨
年
来
欠
貝

と
な
り
、
そ
の
事
業
推
進
に
支
障
を
き

た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら

一
名
確
保
の
見
通
し
で
あ
り
ま
す
の
で
、

老
人
、

一
般
住
民
に
対
し
で
も
積
極
的

に
保
健
業
務
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
公
衆
浴
場
の
関
係
で
す
が
、
現

在
今
金
市
街
地
に
て
営
業
し
て
お
り
ま

し
た
浴
場
に
つ
い
て
、
経
蛍
者
か
ら
三

月
末
で
休
業
し
た

い
と
の
申
入
れ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
公
衆
浴
場
の
廃
止
は
町

民
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
一
え
る
こ

周
辺
路
、
補
償
道
路
の
新
設
。
鯛
査
関

係
で
は
、
ダ
ム
サ
イ
ド
ポ
リ
ン
グ

と
、
ロ
γ
ク
材
採
取
場
所
の
ポ
ー
リ
ン

グ
。
調
査
蛍
繕
関
係
で
は
、
事
務
所
、

宿
舎
の

m築
と
、
美
利
河
に
え
ん
で
い

事
務
所
が
新
設
さ
れ
る
計
画
に
な
う
て

お
り
ま
す
。
補
償
関
係
に
つ
い
て
は
、

国
庫
的
務
負
担
額
十
億
円
で
、
道
土
地

開
発
公
社
が
国
と
委
託
契
約
を
七
、
補

償
関
係
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お

η
ま
す
。
補
償
制
の
概
算
は
、

一
般

の
み
で
二
十
億
円
程
度
で
昭
和
五
十
六

年
に
も
九
億
円
程
度
補
償
さ
れ
る
計
画

で
す
。町
関
係
で
は
、

F
ム
対
策
費
一
千

百
六
十
六
万

一
千
円
計
上
さ
れ
て
お

η

ま
す
が
、
う
ち
国
庫
委
託
金
六
百
万
円

で
、
委
託
事
業
は
代
替
地
計
画
関
査
、

先
例
地
生
活
再
建
制
査
、
生
活
再
建
相

続
、
代
行
地
斡
旋
等
で
あ
り
ま
す
。

町
貨
で
は
、
ダ
ム
対
策
本
部
連
w
品質、

美
利
河
ダ
ム
対
策
協
議
会
運
U
由
貿
交
付

金
、
整
備
計
画
等
に
要
す
る
人
件
費
で
、

本
年
は
特
に
美
利
河
地
区
の
産
業
発
展

に
利
用
さ
れ
た
機
械
総
具
、
資
料
収
集

の
た
め
五
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

と
公
共
用
地
、
住
宅
団
地
の
先
行
取
得

に
つ
い
て
は
、
町
有
地
の
補
償
費
を
財

部
と
し
て
、
土
地
開
発
公
社
で
取
得
、

造
成
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
史
、
本
年
は
特
に
水
源
地
局
対
策

特
別
摘
訟
法
的
ダ
ム
指
定
が
さ
れ
ま
す

の
で
、
安
利
河
地
区
の
再
建
鍛
備
計
画

( 3 ) 



を
作
成
し
、
国
の
整
備
指
定
を
う
け
、

そ
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

消
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
人

命
及
び
財
産
を
」
ず
る
見
地
か
ら
、
従
前

に
引
続
き
予
防
消
防
の
強
化
に
つ
と
め

予
防
査
紫
の
実
施
、
婦
人
防
火
グ
ラ
フ

の
育
成
助
長
を
図
り
、
本
来
の
使
命
達

成
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

施
設
の
整
備
は
、
消
防
用
ホ
ー
ス
の
充

実
、
防
火
貯
水
階
、
井
戸
式
消
火
栓
、

サ
イ
レ
ン
施
設
の
設
置
、
移
動
式
消
防

無
線
の
購
入
等
に
つ
い
て
予
算
措
置
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
で
は
、

交
通
道
徳
の
昂
揚
と
交
通
安
全
運
動
の

推
進
を
図
る
た
め
一
層
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
な
お
交
通

事
故
防
止
の
た
め
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
世

と
し
て
約
八
十
灯
を
予
算
措
置
い
た
し

ま
し
た
。

次
に
印
鏡
証
明
事
務
に
つ
い
て
は
、

従
来
、
種
々
不
便
を
お
か
け
し
て
い
た

而
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
機
械
化
に

よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
陶
上
を
図
る
た

め
、
印
鑑
紅
明
用
被
写
機
を
導
入
し
、

間
接
証
明
方
式
に
移
行
の
購
入
貨
を
予

算
措
鼠
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
関
係

条
例
等
の
準
備
か
ち
、
六
月

一
日
を
目

標
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

施
し
、
金
原
地
区
に
つ
き
ま
し
で
は
道

営
事
業
の
新
規
採
択
を
畳
け
、
地
区
面

積
四
十
八
八
鈴
、
受
益
戸
数
十
五
戸

の
規
模
で
、
鯛
査
費
七
百
万
円
を
も
っ

て
金
計
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

一
方
、
国
首
今
金
東
部
農
地
に
つ
き

ま
し
で
は
、
地
区
の
調
査
も
完
了
し
、

面
積
五
百
二
十
一
お
、
受
益
戸
数
九
十

一
戸
の
地
区
採
択
を
受
け
ま
し
た
の
で

本
年
よ
り
調
査
費
二
千
万
円
を
も
っ
て

全
体
調
査
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

次
に
土
地
改
良
関
係
で
あ
り
ま
す
が

1)， 

転
作
田
の
有
効
利
用
と

畑
草
地
の
造
成
推
進

産
業
の
振
興
と
開
発

昨
今
の
民
政
を
と
り
巻
く
諸
情
勢
は

水
田
再
編
吋
策
の
長
期
的
継
続
化
に
よ

る
米
の
需
給
調
整
、
牛
乳
の
生
産
過
剰

か
ら
く
る
自
主
調
整
と
消
費
拡
大
運
動

の
展
開
、
海
外
務
産
物
の
輸
入
圧
迫
、

農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
極
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
し

て
生
産
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は
、

農
業
者
の
理
解
の
も
と
に
、
転
作
田
の

有
効
利
用
を
は
じ
め
、
畑
草
地
の
造
成

に
よ
る
生
産
の
増
大
並
び
に
関
係
機
関

の
指
喝
の
も
と
に
重
点
作
物
の
選
定
、

農
業
機
械
等
の
共
同
利
用
の
促
進
に
よ

り
台
民
経
費
の
節
減
を
推
進
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

米
の
生
産
調
蛙
に
つ
き
ま
し
で
は
、

水
凹
利
用
再
編
吋
策
の
三
年
次
に
あ
た

り
ま
す
が
、
当
初
三
ヶ
年
は
、
固
定
す

る
と
さ
れ
て
い
た
転
作
目
標
面
積
が
、

紡
少
し
な
い
米
の
需
給
ギ
ヤ
ァ
プ
に
よ

り
一
一
年
で
見
直
さ
れ
、
本
町
に
お
い
て

は、

二
百
五
十
九
鈴
が
上
積
み
さ
れ
千

三
十
四
鈴
の
転
作
目
標
が
配
分
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
米
の
需
給
事
情
の
現
状

と
食
悩
管
理
制
度
の
米
側
に
吋
す
る
安

定
機
能
を
考
え
る
と
き
、
稲
作
農
家
の

高
度
の
理
解
の
も
と
に
、
目
標
面
積
の

達
成
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

国
営
事
業
及
び
団
体
事
業
を
古
め
る
と

五
十
五
年
度
事
業
費
は
、
総
額
-
一
十
九

億
三
千
二
百
万
円
に
な
り
、
国
営
か
ん

排
左
岸
地
区
に
つ
い
て
は
、
六
億
四
千

八
百
万
円
の
予
算
に
よ
り
本
年
度
を
も

つ
で
完
了
の
予
定
。
右
岸
地
区
に
お
い

て
も
八
億
七
百
万
円
で
継
続
実
施
す
る

ほ
か
国
営
利
別
川
地
区
土
地
改
良
事
業

に
つ
い
て
も
調
査
第
三
年
次
を
迎
え
、

一二
千
五
百
万
円
の
予
算
で
地
区
調
査
を

完
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
道
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
で
は
、

継
続
実
施
中
の
白
石
第
二
農
免
道
路
を

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
転
作
が
強
化
さ
れ
る

中
で
、
転
作
田
町
有
効
利
用
の
促
進
と

畑
地
の
生
産
向
上
を
は
か
る
た
め
、
土

壊
改
良
剤
の
投
与
三
百
五
十
鈴
を
計
画

し
、
有
機
引
の
還
元
を
は
か
る
た
め
今

年
肢
は
、
相
叫
誕
又
は
ピ
ー
ス
モ
ス
を
併

用
条
件
と
し
て
助
成
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

転
作
促
進
吋
策
事
業
と
し
て
は
、
国

費
近
山
口
を
導
入
し
て
集
団
に
よ
る
機

械
の
共
同
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
予

定
事
業
費
三
一
千
四
百
万
円
に
対
す
る
一
一

分
の

一
を
計
上
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

第
二
次
農
業
改
普
事
業
、
第
二
次
山

振
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
年
度
を
も

っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

さ
ら
に
段
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
新

設
業
問
造
改
普
事
業
を
計
四
し
、
本
年

度
は
実
施
計
画
樹
立
貨
を
計
上
し
ま
し

た
。
実
施
に
つ
い
て
は
、
五
十
六
年
度

か
ら
三
ヶ
年
の
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

第
三
次
山
振
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

十
分
検
討
の
う
え
計
画
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
日
進
開
拓
道
補
修

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
を

一
年
延
長

し
千

M
程
度
を
舗
装
し
ま
す
。
又
、
青

木
地
区
山
村
基
幹
農
道
に
つ

い
て
は
、

継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
か
ね
て
懸
案
で

あ
っ
た
花
塁
線
道
路
も
開
拓
整
備
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
、
五
十
五
年
度
は
調

査
費
が
予
算
化
、
五
十
六
年
度
か
ら
着

工
い
た
し
ま
す
。

次
に
基
幹
排
水
対
策
事
業
で
あ
り
ま

す
が
、
鈴
金
地
区
は
引
き
続
き
実
施
さ

れ
、
更
に
樋
川
地
区
が
新
た
に
採
択
に

な
り
、
道
営
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

酎
町
民
振
興
に
つ
き
ま
し
で
は
、
本
年

度
か
ら
三
ケ
午
計
画
で
自
給
飼
料
生
産

総
合
吋
策
事
業
を
実
施
計
画
中
で
あ
り

ま
す
が
、
本
年
度
は
飼
料
作
物
の
附
陀

と
効
率
的
な
利
用
の
推
進
を
図
り
、
平

地
等
の
飼
料
廿
世
銀
に
立
脚
し
た
帯
産
経

誕
の
育
成
に
資
す
る
も
の
で
、

三
ヶ
年

の
総
事
業
間
四
位
三
千
万
円
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
制
度
別
事
業
費
の

配
分
、
補
助
金
詩
も
確
定
し
て
な
い
の

で
、
補
助
金
確
定
次
第
、
今
後
の
補
正

予
算
に
提
案
申
し
あ
げ
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
集
乳
合
理
化
の
た
め
、
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
集
乳
態
勢
に
伴
い

一
年
繰

り
上
げ
て
本
年
度
に
導
入
す
る
た
め
、

こ
の
補
助
に
つ
い
て
予
算
措
訟
し
ま
し

た。
ま
た
、
本
町
の
前
民
基
地
で
あ
る
模

範
牧
助
は
、
優
良
雌
ヰ
の
供
給
並
び
に

育
成
牛
の
予
託
等
、
重
要
主
役
割
を
果

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
基
礎
牛

の
導
入
、
育
成
放
牧
等
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
予
算
措
置
し
、
牧
均
経
話
事
業

に
つ
い
て
も
経
I

白
の
現
状
か
ら
し
て
助

成
継
続
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
前

年
同
額
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
馬
産
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、

農
業
所
得
の
増
大
、
暗
躍
飼
育
を
と
お

し
て
有
機
物
の
生
産
に
よ
る
土
づ
く
り

の
た
め
民
協
で
は
五
十
四
年
度
か
ら
三

ヶ
年
計
画
で
段
業
用
牝
喝
の
導
入
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
岡
山
殖
を

地
絡
調
査
事
業
は
、
本
年
新
組
に
旭

台
、
日
進
の
一
部
十
三
平
方

J
Mを
対

皐
に
実
施
し
ま
す
。

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
オ
イ
ル
シ

ヨ
ヅ
ク
以
来
、
中
小
企
業
に
及
ぼ
す
影

響
が
徐
々
に
現
わ
れ
て
い
る
今
日
、
中

小
企
業
の
健
全
育
成
は
商
工
会
と
し
て

の
重
大
使
命
で
あ
り
ま
す
の
で
、
企
業

体
質
改
善
の
た
め
経
改
事
業
の
質
的
転

換
と
畳
か
な
地
域
，
つ
く
り
を
実
施
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
同
様
の
助
成
措

置
を
し
た
次
第
で
す
。

1

1

 

教
育
施
設
の
充
実

教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
娠
興

中
学
校
統
合
問
題
に
つ
き
ま
し
で
は

五
十
六
年
度
開
校
目
途
に
、
一
校
統
合

基
本
理
念
を
も
っ
て
統
合
校
下
住
民
に

理
解
を
得
る
た
め
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、
統
合
中
学
校
建
築
計
画
の
申
請
に

あ
た
り
残
念
な
が
ら

一
校
統
合
を
も
っ

て
申
諮
出
来
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

建
築
規
模
に
つ
い
て
は
、
六
千
八
百
十

一
平
方
討
で
、

一
校
統
合
の
可
能
な
規

模
で
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

総
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
十
五
億
六

千
七
百
万
円
を
予
定
し
、
A
7
年
度
は
校

舎
二
千
三
百
四
平
方
H
M

を
予
算
計
上
い

た
し
ま
し
た
が
、
今
後
統
合
中
学
校
実

現
の
た
め
、
一
層
の
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
台
け
る
体
育
館
施
設
の

利
用
も
年
々
充
実
し
、
町
民
の
健
康
増

進
と
背
h
y
年
の
健
全
育
成
に
大
き
く
貢

献
し
て
台
る
こ
と
は
大
変
喜
こ
ぼ
し
い

こ
と
で
す
。
今
後
は
野
外
施
設
等
の
整

備
充
実
を
図
り
、
体
育
ス
ポ
l
y
の
生

活
化
を
め
ざ
し
、
条
件
整
備
を
は
か
つ

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

今
金
町
史
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十

三
年
四
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
発

行
後
二
十
年
余
を
経
過
し
て
い
ま
す
の

で
、
さ
ら
に
先
人
、
先
輩
の
偉
業
を
後

世
に
伝
え
る
と
共
に
、

一
層
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
編
集
に
着

手
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

O 

。

O 

以
上
、
昭
和
五
十
五
年
度
町
政
執
行

に
関
す
る
方
針
の
大
綱
を
申
し
述
べ
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
、
国
の
財
政
同
様

に
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の
変
遷
と

栢
侠
っ
て
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環

境
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
険
し
い
事

態
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
町
の
行
政

を
顧
り
み
る
と
き
、
福
祉
、
教
育
、
生

活
環
境
の
整
備
、
産
業
の
振
興
な
ど
、

こ
れ
ら
施
策
の
実
施
は
、
い
ず
れ
も
急

施
を
要
L
、
推
進
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
町
政
を
担
当
す
る
者
、
住
民
の
要

望
に
応
え

一
意
専
心
努
力
す
る
こ
と
が

最
大
の
使
命
と
考
え
、
行
財
政
運
営
の

合
理
化
に
つ
と
め
、
住
民
生
活
の
向
上

を
目
途
に

一
層
の
努
力
を
重
ね
る
よ
う

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り

念
ゆ

J
9

。

図
る
た
め
、
種
牡
川
町
飼
務
管
理
事
業
に

一
一4
五
万
円
の
助
成
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
肉
牛
振
興
に
つ
い
て
は

乳
用
雄
子
牛
の
育
成
及
び
肉
牛
の
導
入

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を
も
ち
凱

板
的
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
森

林
総
合
前
日
備
地
域
に
指
定
さ
れ
、
新
柏

森
林
保
峰
事
業
等
が
お
率
補
助
適
用
に

♀
り
ま
す
の
で
、
民
有
林
の
育
成
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
資
源
培
縫
の
た
め
、

蒋
林
組
合
の
機
能
を
十
分
果
た
せ
る
よ

う
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す。
本
年
度
は
新
植
二
百
五
十
円
山
、
森
林

保
護
事
業

一
千
広
が
計
画
さ
れ
て
お

η

ま
す
が
、
町
と
し
て
は
、
団
地
共
同
森

林
施
業
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
な
い
小

規
模
の
保
管
下
刈
事
業
に
補
助
し
て
い

く
考
え
で
す
。
町
有
林
と
し
て
は
、
新

植
十
鈴
、
保
誠
事
業
三
一
百
十
一
一
刀
を
計

画

L
推
進
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た。
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
四
ケ
所
で

約

一
億
円
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

全
額

道
貨
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
近
世
八
東
地
区
間
場
盤
備
は
、
工
事

者
工
第
三
年
目
と
し
て
事
業
費
四
億
円

を
も
つ
で
六
十
二

二

信

を
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

同
じ
く
、
田
代
地
区
農
地
開
発
事
業

に
つ
い
て
は
、

一
億
円
の
事
業
費
で
、

本
年
度
は
開
畑
工
を
十
三

・
八
訟
を
実

( 4 J 

野
や
山
の
雪
も
徐

々
に
と
け
、
め
っ
き

り
春
ら
し
さ
を
増
し

て
き
ま
し
た
。
五
月

十
日
か
ら
十
日
間
、

恒
例
の
「
全
国
春
の

防
犯
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
あ

き
巣
に
よ
る
侵
入
盗

犯
は
十
九
件
、
五
十

三
年
は
さ
一
十
七
件
と

年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
印
刷
繁
期
、
そ
の
他
活
動
期

に
入
り
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
管
外
か

ら
訪
問
販
売
員
等
を
装
い
、
不
審
な
者

が
入
り
こ
ん
で
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
の
ほ
ど
を
|
|
。

-
被
害
防
止
の
重
点

。
施
錠
忘
れ
、
開
け
放
し
な
ど

「ミ

ス
」
を
主
く
す
る
。

。
表
出
入
口
の
ワ
ン
ド
ア
l
、
ツ
ー

ロ
y
ク
を
必
ら
ず
行
う
。

い
づ
れ
に
し
ま
し
で
も
、
あ
き
巣
被
害

防
止
の
き
め
で
は
、
「
両
隣
互
い
に
か

け
あ
う
声
と
カ
ギ
」
で
す
。

5"":月-10日カトら-10日一間

( 5 J 
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55年度は んk仕事を

町
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
を
で
き
る
だ
け
満
た
す
た
め
事
業
の

重
点
的
選
択
、
資
金
の
効
率
的
配
分
に
努
め
た
新
年
度
予
算
。

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
に
比
べ
三
十
一
・
二
%
増
の
三
十
二

億

一
千
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、

事
業
な
ど
に
使

う
銀
貸
的
経
費
は
、
+
二
億
九
千
百
五
十
四
万
五
千
円

(全
体
の

四
+
ニ

・
三
幅
)
ま
た
、

消
費
的
経
費
の
人
件
費
四
億
七
千
六
『

-

，

1

i

l

i

i

!

l

1

1

1

1

1

・

一
万
五
干
円

{八

・
二
覧
}
に
な
っ
て
い
ま
す
)

趨
入
で
は
、
地
方
主
付
税
十
一
億
八
千
三
百
五
+
五
万
九
千
戸

と
全
体
の
三
十
七
百
を
占
め
て
お
り
、
自
主
財
源
の
町
税
二
億
八

千
二
百
+
=
一
万
九
千
円
(
八
・
八
%
)
に
と
ど
ま
り
、
国

・
道
支
出

金
が
約
二
十
%
に
な
っ
て
い
ま
す
ロ

一
般
会
計
予
算
の
お
も
な
使
い
み
ち
と
歳
入
歳
出
劃
合
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

A 
ロ

挺害復旧費37;凹2'千円(1.2%)
予備費 1.成問千円

計歳入歳出割

11会費54.955予同().7%1 
商工労働賃85.27官平岡(2.6%1
消防費制。930千円(3.0%)

衛生貨 195.4閃千同(6.1%1

A‘ ':z:;; 

道支出金 139，日9平向 (4.4%)

自主

地域産業の振興と開発

、.，.
」ー

投資的経費こ12億9千百万円一般会計住みよい環境づく

522万円b土岐改良事業補助・

[>転作促進対策特日，)>)，業補助 680万円

教育文化の振興と人づく b転作経話安定特別対策事業補助一 一・・・ 1，020万円

b優良雌牛導入事業補助 ......... ・・ 300万円

[>乳用雌牛集団放牧促進事業補助一一 …-

b鎖範牧場特別土岐改良事業補助…

367万円100万円b教員住宅風呂場新築事業 (小学校)

[>今金小学校グランド階段拡巾事業 134万円50万円

870万円[>絞範牧場経営補助b教員住宅購入事業 ・“い 1，250万円

[>教員住宅風呂場新築事業 (中学校) ......... 1，600万円

豊かな福祉社会の建設

930万円

b老人医療扶助費 ー…ー 9，770万円

132万円b老人手当

b神丘6線級道路改良事業 ーー・・ 7，233万円

P盟国線道路改良事業・ 一 .....・e ・・ 0・3，132万円

b白石線道路舗装事業 ・・崎山・…一一 2，054万円

b道路台帳鮭日'ii~:)t業…“ …一 …・… … 1，500万円

b日の出線路切改良耶業 ・・ ー・-・・・ 1，489万円

b八束縞架換>)1業 … …・・・ 0・5，211万円

b除雪機械購入事業ー …司一。......1，436万円

650万円

[>社会稲祉法人光の里学園、豊寿図補助

b農地流動化奨励金・

b布it:土鳥飼礎管理事業補助金 ー -

b日進地区I:!免農道監備事業負担 ー ・0・ 2，000万円

b白石第 2地区農免農道整備事業負担 ・ 365万円

b花石地区1m桁道路野師，1事業負担

b日}l!;地区cl免底追強制，1事業負担…・・ ... 2，000万円

b鈴金地区排水対策事業負担ー・ ....… 2，800万円

b樋川地区排水対策事業負担・ー リ 一一 1，800万円

b八東地区ほ場軍基備事業負担… ー…一… 1，254万円

b田代地区農地開発事業負担 ..・……一 1，500万円

[>金原地区農地開発事業負担 ー…ー 1，050万円

b北部桧山総合かんばい推進費負担“・・ 241万円

b町有林 ー公有林艶備事業 …一 1，371万円

b商工会事業繍助 ..・ e・.... ・ 640万円

[>極川温品休憩所建設事業及び観光開発事業

120万円

142万円

Pパルク クーラー導入事業補助ー ・-

bスク ルパス購入事業

[>今金中学校建設事業 … 51目800万円

650万円

161万円

68万円

b老人クラブ運営補助及び活動費…・ " 

b敬老会交付金 -

b社会稲祉協議会補助

b防雪柵取付事業一・…

b除雷 ・町道補修など道路維持管理............4，707万円

20万円

125万円

…… 7，124万円

(6) 

347万円

250万円

100万円

860万円

268万円

374万円

279万円

805万円

b桧山北高パス負担・......

[>今金中学校(新築)各教室用備品・一 …..9，300万円

b今金町青年会織締入団体・文化協会補助… 237万円

b町民スポーツなど体育指典繍助 ・・・・

80万円

490万円

[>総合体育館施設運営費一一 ー ......... 1，940万円

b学校給食センター施設運営問 ー… .3，口35万円

bスクールパスの運行

b今金町教育研究会交付金.........

b中学校体育大会派遣質交付金

P義務教材・理科 宮路陣容指ι抑止伽

b要準要保護児童生徒就学 ・医療援助・…

b要・準要保護児童、へき地学校給食費補助…

b学校保健業務 ..... 

b教材・図書校用器具備品購入…

一

192万円

P老人軍庭車仕業務 ........ 一一・ 148万円

b心身・身体問害者家庭奉仕業務 ・・・ 297万円

b虫度，し、身附害者医療扶助費 ・ 819万円

b児童手当扶助費 0 ・ 一一 一 ー ... 2，212万円

b八鈴舟の京建設事業ー...........................1，438万円

Þ!~、者輸送車の運行 ….........・ 0・・ H ・H ・ 183万円

[>X線搬彬・がん検診など予防業務・ 566万円

b今金常設・季節保育所運営費一一ー 5，349万円

b部落保育所運営費補助 ー…一ー 140万円

b今金小百合保育園運営費 ..・ e・..・ e・..… 2，332万円

b乳幼児・母子宮庭等児童医療扶養費..・ e・ 285万円

P保健衛生業務 …… 一一 ……… 588万円

239万円bフ γソ曲面塗布、母子衛生 ・・

[>美利河ダム対策事業…… ー一… 1，161万円

[>都市計画街路国代級事業 日・・ 3，042万円

b公営住宅(12戸)建設事業ー ・・ …… 7，733万円

b消防施設披備事業 ...... … 718万円

b桧山広域消防組合負担金 ・・ ・.8，697万円

b環境衛生事業…・ .........・・・ 5，693万円

b住民活動推進一..................・ e・.............. 229万円

b交通安全対策事業ー

b簡易水道特別会計へ繰出 ・………。 1，526万円

b都市計画中央線街路事業 ....・ e・..… 2，433万円

b国保病院前排水路盤備事業…e・e・.，…・一 ー1，日∞万円

b公共土木施設災害復旧事業一一 … 3，356万円

[>防雪倒新殺事業(神丘11号線外2ケ所)・ 2，992万円

b公閣施設補修事業・ … ー 150万円

350万円

[>}也絡調査事業 ……一 u … 1，758万円

(7) 
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正
十
五
年
度
の
骨
格
予
算
決
ま
る

第

一
回
定
例
町
機
会
は
三
月
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
七
日

間
聞
か
れ
、
新
年
度
会
計
予
算
、

五
十
四
年
度
各
会
計
制
正
予
算
、

今
金
町
畜
犬
取
締
及
び
野
犬
婦
と

う
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
蛾
案
二

十
二
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま

っ
た
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会の動き

。
五
+
五
年
度
会
計
予
算
の
観

要新
年
度
予
算
の
規
綴
は
、

-

般
会
計
が
三
十
二
億

一
千
百
二

十
三
万
四
千
円
、

三
特
別
会
計

で
二
十
四
億
二
千
五
百
三
十
四

万
円
、
合
わ
せ
て
五
十
六
億
三

千
六
百
五
十
七
万
四
千
円
に
主

り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

一
般
会
計
で
コ

二

二

%
の
増
、

特
別
会
計
で

一
O
六
・
四
%
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
・

(
一
般
会
計
の
お
も
な
仕

事
の
内
容
は

6
0
7
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
ま
し
た
)

。
五
十
四
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

五
十
四
年
度
の
最
終
補
正

予
算
は
蔵
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
三
千
七
百
三
万
二
千
円

が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

三
十
三
億
八
千
三
百
四
十
七

万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
台
も
な
も
の
は
、

美
利
河
公
共
用
地
取
得
基
金

に
三
千
五
百
二
十
八
万
二
千

円
、
公
有
備
品
購
入
賞
に
百

七
十
四
万
円
、
備
荒
資
金
綱
引

立
金
に
八
千
九
百
七
十
四
万

創造性豊かな

教育に努力

教育行政の

執行方針

第

一
固
定
例
町
議
会
で
、
中
井
教
育

長
か
ら
本
年
度
の
教
育
行
政
施
政
方
針

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

。。

。

一
九一八

0
年
代
は
「
教
育
元
年
」
「
教

師
の
時
代
」
と
言
わ
れ
、
戦
後
の
教
育

改
革
の
中
で
最
も
充
実
し
た
新
教
育
課

程
の
完
全
実
施
の
年
で
み
の
り
、
日
本
の

教
育
の
質
的
転
換
の
第

一
歩
を
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
れ
か
ら
学
校
教
育
に
携
わ

る
者
と
し
て
、
盆
よ
り
質
に
徹
す
る
指

導
の
確
立
が
、
最
も
霊
PA視
さ
れ
ま
す
。

八

0
年
代
は
、
国
際
化
時
代
に
吋
応

で
き
る
人
間
の
育
成
が
大
き
な
課
組
で

も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
況
の
中
で
、
本
町
と
し

て
は
、
児
童

一
人
/
¥
の
能
力
を
伸
ば

し
、
教
育
の
質
的
向
上
を
期
博
し
な
が

ら
教
育
環
境
に
改
普
を
加
え
努
力
し
て

参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る

教
育
投
資
が
町
村
に
お
い
て
、
い
か
に

過
重
な
負
旭
で
あ
る
か
、
非
常
に
痛
感

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
し
て

町
理
事
者
、
町
議
会
、
町
民
各
位
の
ご

理
静
を
得
て
、
帥
閉
経
的
章
改
普
策
に
よ

り
年
々
実
現
を
見
ま
し
て
、
そ
の
成
果

が
教
育
の
正
常
化
を
促
進
し
、
本
町
学

校
教
育
の
実
践
活
動
に
数
々
の
栄
誉
を

も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

八

0
年
代
は
、
内
外
共
に
教
育
は
激

変
す
る
情
勢
の
中
で
対
処
し
て
い
か
在

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
生
涯
教
育
の

観
点
か
一
旬
、
学
校
教
育
が
全
て
で
あ
り

ま
せ
ん
。
学
校
教
育
、
軍
庭
教
育
、
社

会
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
協
力
を
明

惟
に
し
て
零
歳
児
か
ら
老
齢
期
に
至
る

生
涯
教
育
と
、
新
榊
恕
の
も
と
に
、
そ

の
充
実
は
も
と
よ
り
次
代
を
担
う
青
少

年
を
は
じ
め
明
る
く
希
望
に
満
ち
介
4
-

活
が
営
め
る
よ
う
人
づ
く
り
、
町
づ
く

り
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
教
育
に
斜
せ
ら

れ
た
使
命
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
は
、
国
を
は
じ
め

地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
教

七
千
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事

業
勘
定
へ
繰
出
が
千
八
百
八
十
七
万
五

千
円
、
小
宵
ム
ロ
保
育
凶
委
託
料
に
百
四

十
七
万
四
千
円
、
季
節
労
働
者
就
労
吋

飯
賃
金
に
六
十
九
万

一
千
円
、
鵠
材
格

納
庫
新
築
工
事
に
三
百
五
十
二
万
三
千

円
、
中
学
校
建
築
工
事
に
三
百
九
十
二

万
円
、
幼
稚
園
環
境
繋
備
に
百
九
十
五

万
二
千
円
の
ほ
か
、
各
事
業
執
行
に
伴

う
端
教
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
吋
L
歳
入
で
は
、
町
債
五
千

三
百
三
十
万
円
、
財
産
収
入
三
千
五
百

六
十
一
万
三
千
円
、
地
方
交
付
税
二
千

二
百
五
」
l

四
万
七
千
円
、
国
庫
支
出
金

千
五
百
九
十
五
万
二
千
円
、
諸
収
入
四

百
八
十
万
六
千
円
、
道
支
出
金
二
百
五

十
七
万
七
千
円
が
兄
込
ま
れ
ま
し
た
。

。
五
+
四
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
保
険
給

付
貨
な
ど
六
百
三
十
九
万
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
総
額
六
億
六
百
二
十
六
万
九

千
円
に
な
り
ま
し
た
。
‘

国
保
会
計
施
設
勘
定
で
は
、
病
院
事

業
収
益
で

一
億
三
千
三
百
八
十
九
万
二

千
円
が
追
加
さ
れ
、
収
益
的
収
入
総
額

は
八
億

一
千
七
百
三
十

一
万
五
千
円
に

支
出
で
は
、
材
料
費
な
ど
九
百
七
十
八

万
九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
収
益
的
支
出

総
額
は
六
億
九
千
二
百
六
十
五
万

一
千

育
成
果
の
昂
備
を
目
ざ
し
、
予
算
編
成

に
努
め
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

先
ず
継
続
事
業
で
あ
り
ま
す
中
学
校

統
合
校
舎
の
建
投
で
す
が
、
昨
年
度
、

危
険
改
築
の
初
年
度
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
が
、

A
7
年
度
は
、
統
合
校
舎

の
新
築
事
業
に
か
か
る
わ
け
で
す
が
、

諸
物
価
の
高
騰
に
よ

η
、
当
初
計
画
の

工
事
曲
目
単
価
の
ア

y
プ
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
今
年
度
は
実
施
面
積
-
一千
三
百
四

平
方
引
で
総
額
五
倍

一
千
八
百
六
十
四

万
二
千
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

近
年
、
教
育
内
容
の
高
度
化
に
伴
い
、

学
校
に
お
け
る
施
設
設
備
等
に
つ
い
て

も
教
育
条
件
の
必
嬰
性
か
ら
、
教
育
機

器
の
充
実
等
に
十
分
意
を
用
い
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔学

校

教

育

]

学
校
教
育
は
、
昨
年
度
と
同
様
、

三

つ
の
位
を
量
点
事
項
と
し
て
推
進
に
努

め
ま
す
が
、
教
育
は
児
童

・
生
徒
の
心

身
の
制
和
の
と
れ
た
発
遣
を
め
ざ
し
、

健
全
な
国
戻
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
教
育
の
現
実

を
ふ
ま
え
進
展
す
る
社
会
の
中
で
学
校

が
今
後
そ
の
役
割
や
機
能
を
十
分
果
し

て
い
く
た
め
に
は
、
特
に
自
ら
考
え
判

断
し
実
践
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
を
重

視
し
な
が
ら
、
人
間
性
問
泣
か
な
児
童

生
徒
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
り
ま
す
。
従

っ
て
各
学
校
に
お
い
て

は
、
地
域
や
児
童
生
徒
の
実
態
を
ふ

ま
え
芋
校
の
特
色
を
生
か
し
て
、
ゆ
と

り
の
あ
る
充
実
し
た
学
校
生
活
と
す
る

に
な
り
ま
し
た
。

簡
易
水
道
会
計
で
は
、
歳
入
で
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
の
減
額
補
正
さ
れ
予

算
総
額
は
三
千
五
百
二
十
九
万
七
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

。
町
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
故
正

幼
稚
園
の
保
育
及
び
入
闘
料
が
次
の

と
お
り
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

保
育
料
が
三
千
円
か
ら
五
千
円

入
園
料
が
千
円
か
ら
二
千
円

。
町
畜
犬
取
締
及
び
野
犬
掃
と
う
条
例

の
一
部
改
正

蔀
犬
の
飼
育
に
つ
い
て
、
け
い
罰
さ

れ
て
い
な
い
畜
犬
で
も
不
要
犬
と
し
て

す
べ
て
野
犬
と
み
な
す
旨
、
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

〈〉
今
金
町
都
市
公
園
条
例

こ
の
条
例
は
高
美
町
に
設
遣
さ
れ
た

公
閣
の
管
理
等
に
つ
い
て
必
要
な
車
項

を
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
公
園
内
で
商
行
為
、
映
画
、

興
業
、
展
示
会
、
品
会
、
山
庖
を
す
る

喝
合
許
可
を
受
け
る
こ
と
。
公
園
内
の

竹
木
の
伐
採
、
又
は
植
物
、
土
石
の
採

取
、
は
り
紙
、
は
り
札
等
の
広
告
表
示

の
然
止
な
ど
を
制
定
し
ま
し
た
。

。
美
利
河
公
共
用
地
取
得
基
金
条
例

美
利
河
地
区
の
公
共
用
地
取
得
資
金

に
充
て
る
た
め
、
設
置
さ
れ
た
も
の
で

包
金
の
額
は
八
千
万
円
で
す
。

。
今
金
町
公
衆
浴
喝
条
例

本
町
で
唯
一
の
公
衆
浴
場
が
、
経
営

者
の
郁
合
に
よ
り
休
業
す
る
む
ね
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
種
々
検
討
の

ょ
う
創
意
に
富
ん
だ
教
育
活
動
の
推
進

に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
し
い
学
習
指
準
要
領
は
、
知
徳

体
の

一
体
化
を
図
る
こ
と
で
、
各
学

校
に
お
け
る
人
間
性
の
回
復
を
め
ざ
す

こ
と
を
最
大
の
意
図
と
し
て
い
ま
す
が
、

適
性
主
教
育
課
程
を
編
成
し
、
ス
ム
ー

ズ
に
実
践
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

マ
児
童
・
生
徒
の
健
康
と
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
も
引
続
き
実
施
し

交
通
安
全
の
指
導
も
一
段
と
強
め
配
慮

す
る
。

守
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
諸
物
価

高
騰
の
た
め
、
小
学
生
二
百
円
、
中
学

生
四
百
円
程
度
の
値
上
げ
を
考
え
て
い

る
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
0

7
幼
稚
園
の
入
国
料
に
つ
い
て
は
値
上

げ
を
極
力
さ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
き
ま

し
た
が
、
万
止
む
得
ず
値
上
げ
を
考
え

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
を
。

守
学
校
語
、
教
口
住
宅
は
、
中
学
校

統
合
等
、
経
済
的
な
方
策
を
考
え
配
慮

す
る
。
今
年
度
は
統
合
中
学
校
長
住
宅
、

教
頭
住
宅

一
棟

一
戸、

二
棟
と

一
般
教

員
住
宅

一
棟
二
戸、

一
棟
の
建
設
を
し

ま
す
。

{社

会

教

育

]

社
会
教
育
は
、
個
人
の
自
発
的
参
加

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、
行
政
は
こ
れ
ら
の
意
織
に
対
し
、

参
加
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
り
、

特
に

一
般
成
人
の
個
人
学
習
の
促
進
、

民
間
有
志
指
導
者
の
活
動
発
掴
、
広
報

結
果
、
町
営
で
営
業
す
る
こ
と
を
定
め

た
も
の
で
す
。

入
浴
料
は
大
人
(
十
二
歳
以
上
の
者
)

-
九
O
円
、
中
人

(六
歳
以
上
十
二
歳

未
満
の
者
)
九
十
五
円
、
小
人
(
六
歳

未
満
の
者
)
四
十
五
円
。

休
日
は
、
毎
日
眼
目
及
び

一
月
一
目
、

営
業
時
間
は
、
毎
日
午
後
四
時
か
ら
午

後
十
時
ま
で
。
な
お
十
二
月
三
十

一
日

は
、
午
後
四
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
。

一
月
二
日
は
、
午
後
二
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
。

。
国
定
資
産
静
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
任
期
満
了
に
伴
い
、
幅
口
忠
男
さ
ん

(
鈴
問
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〔自〕

自動車をお持ちの皆さんグ

自動車税の納期限は5月31日です

う
を
疋

よ
務
く

し
報
て

ま
録
し

せ
登
行
い

ま
の
励
さ

す

l
I
l

に
転
合

内
移
場

限
は
の

期
合
体

は
均
解

税
の
、

納
等
央
消

、
り
滅
掠

め
取
る
は

た
下
よ

く
の
に

集
時
都

を
入
故

土
勝
率

郷
車
、

い
新
れ

良
、
切

み

渡

椴

住
鰻
車

渡島支庁・桧山支庁

活
動
の
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

人
々
が
自
発
的
に
学
び
述
帯
感
を
高
め

人
間
性
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
〈
り

を
促
進
し
、
生
涯
教
育
の
充
実
を
め
ざ

し
て
、
主
体
的
社
会
教
育
活
動
を
進
め

る
よ
う
努
カ
い
た
し
ま
す
。

守
地
域
大
学
の
設
立
を
み
た
こ
と
は
大

変
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
地

域
に
恨
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゴ
〈
り

の
団
体
こ
そ
社
会
教
育
行
政
の
課
題
で

今
後
積
極
的
な
指
導
と
支
援
を
強
め
て

い
き
ま
す
。

守
社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
体
育
協
会

を
中
心
に
、
総
合
体
育
館
を
拠
点
と
し

て
今
年
度
も
引
続
き
、
体
育
指
導
員
、

ス
ポ

!
y
指
導
員
の
協
力
を
願
い
、
町

民
か
ら
親
し
ま
れ
る
社
会
体
育
振
興
の

た
め
、

一
層
の
努
力
を
し
ま
す
。

マ
利
別
川
河
川
敷
、
借
用
の
「
健
民
広
場
」

は
地
銀
軟
弱
の
た
め
、
今
年
度

一
面
改

良
を
し
、
常
時
使
用
で
き
る
よ
う
確
保

し
ま
す
。

マ
美
利
河
ダ
ム
の
開
発
に
伴
い
、
埋
蔵

文
化
財
も
相
当
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
の

で
、
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
郷
土
資

料
室
等
の
整
備
に
つ
い
て
計
画
し
ま
す
。

0

0

0

 

以
上
、
昭
和
五
十
五
年
度
教
育
行
政

の
飽
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
が
、
国
は

も
と
よ
り
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も

財
政
窮
迫
の
中
に
あ

っ
て
、
本
町
に
お

け
る
教
育
水
準
の
向
上
と
健
康
で
明
る

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

(9) 
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土地の取引は

EE霊園理璽

許可や届け出必要

H

合
理
的
な
土
地
利
用
と
投
機
的
取
引

の
防
止
や
地
価
の
安
定
を
め
ざ
す
H

た

め
に
「
国
土
利
用
計
画
法
」
が
昭
和
四
十

九
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、

最
近
無
届
け
取
引
で
回

せ
ら
れ
て
い
る
例
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法
は
、
定
め
ら
れ
た

広
さ
以
上
の
土
地
の
売
買
主
ど
の
契
約

(予
約
ま
た
は
代
金
を
払
っ
て
使
っ
た

り
借
り
る
と
き
も
同
じ
)
を
す
る
と
き

は
、
売
る
人
も
買
う
人
(
貸
借
す
る
人

も
同
じ
)
も
土
地
の
売
貨
な
ど
の
予
定

価
格
や
利
用
目
的
を
魯
い
た
届
出
容
を

市
町
村
長
を
通
じ
て
都
道
府
県
知
事
に

出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
引
は

守
都
市
計
画
区
域
内
五
千
平
方
灯
以
上

可

同

一

町

分

制

射

す

F

事

-

に

処

に

い

会

S

有

司

内

町

内

t
a
h

刷
崎
胴
川
町

a
u
m
針

m

s
叉
・
M

M

V

U

一一ーー・・r

地域ぐるみで環境整備を

春の清掃は5月中旬に

|冬の汚れを追放しよう
宮
も
と
け
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
れ
f

も

今
ま
で
雪
に
埋
れ
て
い
た
ゴ
ミ
ス
テ
l

マ
都
市
計
画
区
域
以
外
(
農
業
、
森
林

地
域
は

一
万
平
方
灯
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
)。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

例
え
ば
農
地
と
山
林
、
原
野
を

一
緒
に

取
引
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
合
せ
て
一

万
平
方
れ
を
超
え
る
と
き
は
、
農
地
の

部
分
に
つ
い
て
は
農
地
法
第
三
条
で
許

可
が
必
要
で
す
し
、
山
林
原
野
は
国

土
利
用
計
画
法
の
許
可
を
必
要
と
し
ま

す
。
ま
た
、
附
図
的
取
引
の
場
合
は

一

回
の
取
引
面
積
が
少
な
く
て
も
合
せ
て

(
農
業
森
林
地
域
)
一
万
平
方
訂
以

上
の
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
な

お
、
周
け
出
を
し
た
目
か
ら
起
算
し
て

六
週
間
を
経
過
す
る
ま
で
の
問
は
、
こ

の
届
け
出
に
か
か
る
契
約
を
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
許
可
や
屑
け
出
を
し
て

契
約
し
た
土
地
が
三
年
以
上
た
っ
て
も

使
わ
れ
主
い
で
遊
ん
で
い
る
場
合
、
そ

の
土
地
が
周
り
と
比
べ
て
み
て
遊
ば
せ

て
お
く
こ
と
が
住
民
の
た
め
に
な
ら
ず

特
に
役
立
つ
よ
う
な
利
用
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
場
合
な
ど
、
こ
れ
を
遊
休
土

地
に
認
定
し
、
道
や
市
町
村
の
口
取
り

協
織
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
拙
也

も
あ
り
ま
す
。

一
団
の
土
地
と
は

土
地
利
用
上
、
現
に
一
体
の
土
地
を

構
成
し
、

又
は
一
体
と
し
て
の
利
用
に

供
す
る
こ
と
が
可
能
な
ひ
と
ま
と
ま
り

の
土
地
を
い
い
、

二
千
平
方
幻

(
市
街

化
区
成
)
五
千
平
方
H

M

(

そ
の
他
の
都

ン
ョ
ン
や
道
路
、
側
滞
在
ど
が
舶
を
見

せ
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
周
囲

は
汚
れ
て
い
ま
せ
ん
か
っ

各
町
汚
れ
を
追
飲
し
て
快
適
な
容
を

迎
え
る
た
め
、
町
術
生
団
体
連
合
会
で

は
、
部
落
、
町
内
会
に
呼
び
か
け
て
、

春
の
消
婦
美
化
述
動
を

一
斉
に
展
開
し

ま
す
。前
nm指
場
に
つ
い
て
は
、
部
部
術
生

部
会
、
迎
合
町
内
会
術
生
委
員
会
で
日

程
を
煮
つ
め
、
五
月
中
旬
に
行
わ
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
町
民
の
み
寺
さ
ん
が

自
ら

『美
し
く
住
み
よ
い
町
に
』
の
心

柿
え
を
も
ち
な
が
ら
地
械
ぐ
る
み
の
消

抑
ピ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〔ゴ
ミ
の
正
し
い
出
し
方
〕

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
北
部
桧
山
衛
生
セ

/
タ
!
の
ロ

l
ド
パ

y
カ
l
市
中
の
巡
回

に
よ
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
収
集
日
を
定
め
て
協
力
を
願
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
収
銘
日
以
外
に
山
す

人
や
ゴ
ミ
袋
の
口
を
し
ば
ら
な
い
人
が

み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、

次
の
収
集
日
ま
?
路
上

に
般
世
さ
れ
、
犬
や
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

り
散
乱
さ
れ
て
付
近
の
み
寺
さ
ん
が
非

品
川
に
迷
惑
し
で
い
ま
す
。

必
ら
ず
決
め
ら
れ
た
収
集
日
の
時
間

ま
で
に
、

『燃
え
る
ゴ
ミ
』
『
燃
一
え
な

い
ゴ
ミ
』
に
区
別
し
、
入
れ
も
の
は
破

如
し
な
い
ナ
イ
ロ

ン
袋
等
、
し
っ
か
門

し
ぼ
っ
て
出
す
よ
う
b
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
計
画
区
域
)

一
万
平
方
灯
(
都
市
計

画
区
域
以
外
)
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ

る
土
地
を
い
い
ま
す
。

開
発
業
者
が
多
数
の
零
細
な
土
地
所

有
者
か
ら
買
収
す
る
と
か
、
宅
地
を
多

数
の
人
に
分
開
眼
す
る
渇
合
、
基
準
以
下

で
あ
っ
て
も
、
ま
と
め
る
と
、
こ
の
基

準
に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
場
合
は

一
図

的
土
地
と
な
り
ま
す
。

住
宅
団
地
の
取
掻
い

(
事
前
確
認
制
)

土
地
取
引
に
当
た
つ
で
届
け
出
を
必

要
と
す
る
面
積
は

一
団
に
よ
り
ま
す
が

住
宅
団
地
町
分
慨
は
団
地
全
体
の
面
積

が
基
準
面
積
以
上
の
と
き
は
、
売
主
と

民
主
は
そ
の
都
度
届
け
出
を
必
嬰
と
し

ま
す
が
、
購
入
希
望
者
の
利
便
と
、
事

務
の
煩
雑
さ
を
さ
け
る
た
め
、
販
売
業

者
が
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
各
区
画
の
販

売
価
怖
に
つ
い
て
確
認
を
畳
け
れ
ば
昂

け
出
を
必
要
と
し
な
い
。

。
こ
の
制
度
は
、
住
宅
団
地
分
概

(建

売
分
譲
を
古
む
)
マ
子
ン
ョ
ン
分
譲

で
あ
っ
て
一
区
画
の
而
附
引
が
五
百
平

方

μ
(共
同
利
便
施
設
は

一
千
平
方

μ)以
下
の
も
の
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
は
国
土
を
総
合
的
に
し
か

も
計
画
的
主
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、

地
価
の
高
騰
や
乱
開
発
を
防
止
し
、
住

み
よ
い
地
域
社
会
を
建
殺
す
る
た
め
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
許
可
申
請

や
問
け
出
会
1
h
れ
な
い
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
の
取
引
に
あ
た

っ
て
は
、
役
助

企
画
課
企
画
係
に
問
い
合
せ
‘く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
手
で
河
川
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

川
は
私
た
ち
日
常
の
都
ら
し
の
九
ゆ
か

で
、
い
ろ
い
ろ
な
恵
み
か
あ
た
え
て
く

れ
、
仰
い
こ
い
の
場
付
で
も
あ
り
ま
す
。

五
月
は

『河
川
美
化
月
間
』
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
河
川
を
汚
濁
か
ら
苛

り
、
河
川
敷
地
を
有
効
に
活
用
し
ま
し

ト

@
-q

，。
な
お
、
河
川
区
域
内
で
次
の
よ
う
寺

行
為
を
行
う
に
は
河
川
作
脱
者
の
併
可

が
必
要
で
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

守
工
作
物
を
新
築
改
築
す
る
時

マ
土
地
を
占
用
す
る
時

マ
土
地
の
形
状
を
変
更
す
る
時

マ
官
民
の
境
界
杭
は
絶
吋
に
紛
失

・
破

叫
し
な
い
こ
と

事
を
手
く
し

明る
げ嘗
義
一ζτ
" 

近
年
、
農
業
機
械
の
剖
及
が
急
速
に

進
み
、
農
業
の
近
代
化
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
機
械
に
よ

る
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

主
か
で
も
死
傷
者
の
過
半
数
が
経
世

の
中
心
と
な
る
三
十
代
か
ら
四
十
代
の

人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
農

作
業
事
故
の
防
止
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て

い
ま
す
。
機
械
作
業
に
お
け
る
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
こ
れ
を
使
用
す

る
農
家
の
方
が
た
が
、

機
械
擁
作
な
ど

に
十
分
注
意
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
で
す
。
農
耕
期
を
迎
え
、
今
年
も
次

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
事
故
防
止
に

努
め
、
安
全
で
川
町
し
い
農
作
業
を
行
う

よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

。
事
般
の
防
止
は
、
機
械
の
幣
備
が
第

一
条
件
で
す
。
冬
期
間
格
納
さ
れ
て

い
た
機
械
は
、
農
作
業
に
入
る
前
に

念
入
り
に
点
検
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

O
死
亡
事
故
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
、

転
落
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
万
一
の
こ
と
に
耐
え
て
、
安

全
フ
レ
ー
ム
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

口
負
傷
事
政
は
、
各
稲
作
業
機
で
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
負
傷
箇
所
は
手
足

が
一
帯
多
い
の
で
、

機
械
の
点
検
整

備
は
、
必
ず
動
力
源
を
切
り
、
機
械

各
部
の
作
動
が
完
全
に
停
止
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
行
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

口
最
近
、
機
械
に
不
慣
れ
な
納
入
の
方

の
事
故
が
多
く
在
っ
て
き
て
い
ま
す
。

農
協
な
ど
が
開
催
す
る
農
業
機
械
の

安
全
講
習
会
に
は
、
婦
人
の
方
も
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
、
機
械

の
操
作
に
対
す
る
基
本
的
主
技
術
、

技
能
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
春
は
、
短
い
期
間
に
多
く
の
作
業
が

集
中
す
る
た
め
、
と
か
く
無
理
を
し

が
ち
で
す
。
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、

ま
た
作
業
中
に
は
、
適
当
な
休
け
い

を
と
る
企
ど
、
健
康
管
理
に
も
注
意

p
し
走
中
。

I
U
よ
ろノ
。

事
故
は
、
思
わ
ぬ
と
き
に
起
き
る
も
の

で
す
。
「
大
部
分
の
事
故
」
は
、
い

つ

も
初
心
者
の
つ
も
り
で
注
意
事
項
を
守

η
、
安
全
対
策
に
努
め
る
こ
と
に
よ

っ

て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
度
、
安
全
作
業
に
つ
い
て
、

軍
肢
の
方
が
結
し
合
い
、
安
全
で
能
串

的
吾
作
業
に
努
め
、

事
故
の
な
い
明
る

い
農
業
経
営
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万

一
の
こ
と
に
備
え
で
、
本

人
は
も
と
よ
り
家
族
の
た
め
に
も
必
ず

労
災
保
険
な
ど
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
労
災
保
険
の
適
用
期
間
は、

毎
年
四
月
一

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
し
て
い
る
方
は
、
継
続
手
続
を

忘
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

(役
場
農
林
謀
)

(1同
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陪題、町政への意見、要望 ー生活の知恵などをお寄せくださいロロ町民ひろば

荒井正憎さんの長男(南町)
単調(たかおみ)ちゃん 1歳 3ヶ月

ちょっときかなくて、いたず
らl;fう-1"、 「おんも」と「フe

プ 」が大好きな我が家のとそ

ンチッチミです。

写真募聾中 3歳までのお子さ

んの日常のスナ yプをお寄せ〈

疋さい。 一広報師

とわが家のアイドJレミ

/
/
 町
消
防
活
動
に
尽
力
し
た

-世帯更生貴金、惇学費量のご利用を

今金町社会招祉協話会では、止の資
金の貸付事務を行つでおります。

1>世帯更生資金を手I(用できる世帯
収入が少なく、生活が不安定で、わ
ずかな出世で生活がおびやかされる

世帯が利用できます。
。更生資金貸付限度額 500，000内
O身障者吏主資金。 500，000円
O生活資金 今(月)24， 000円
。福祉資金 。 100，000円
。住宅資金 。 700，000円

1>悼￥資金の貸付対象
宇校教育法に規定する高等干位、「Ja
等専門学校、短聞大学、大学に耽労
寸る子弟の属する世帯に肯付けます。

高等学校には盲￥柑 観ィー棺繁誠
干棺の高等部が含まれ、全日制 定
時制 通信制の別は問わ在い。

1>峰三fー資金の種類、貸付条件
・陣学貨は就学ml間中であれば、い
つでも申込みできる。
・博干貨は所属する平年の月額限度
内を卒業まで借入できる。
・峰子戸賞、{華字宜度金は無利子。
・据自m(附 6ヶ月
・償還期間 10年以内
資金の紐罫l
陣学賞ー高柑(国公立)円7.000
円以内短大(国公立)月
17，000円以内大学(国・公
立)円17，OOOP1以内
なお私立高校、短大、大学は国
公立より上回って世付ます。

就学支度資 自宅通学の場合、市
枝市専は27，000円。自宅外通
学は、高校高専36，000円、短
大ー大学は55，000円。

※問いあわせは、今金町社会福祉協醜
会事務局へ (TE L 2ーOlll)

(12) 

社会福祉協議会だより

功
績
を
定
定
え
し
め
や
か
に
葬
儀

多
国
点
太
郎
元
今
金
町
消
防
団
長
は

去
る
四
月
二
目
、
札
幌
厚
生
病
院
で
悪

性
腫
必
の
た
め
七
十
歳
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。

多
国
氏
は
、
昭
和
-
一
十
二
年
に
入
団

粉
米
業
の
か
た
わ
ら
消
防
活
動
に
努
め

昭
和
三
十
二
年
今
金
町
消
防
団
長
に
就

任
。
火
災
の
予
・
消
防
、
団
員
の
統
率

や
訓
練
な
ど
、
数
々
の
成
果
を
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
諮
ん
で
、
生
前
の
ご
功
紛
に

対
し
て
深
く
敬
意
を
表
わ
し
、
こ
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

多
田
氏
は
、
今
金
に
お
い
て
精
米
業

に
従
事
の
か
た
わ
ら
、
今
金
青
年
学
校

教
練
指
導
口
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
民

生
児
童
委
員
、
町
公
営
住
宅
入
居
者
選

考
委
員
、
町
奨
学
資
金
貸
付
運
醤
委
員
、

町
聞
発
計
画
委
員
、
町
民
セ
ン
タ
運

営
委
員
、
阿
特
別
職
報
酬
審
議
会
委
口
、

南
町
内
会
長
、
部
落
・
町
内
会
迎
合
会

長
な
と
、
町
発
展
の
た
め
に
も
尽
力
さ

れ
貢
献
し
た
功
紛
は
向
く
評
価
さ
れ
る

も
の
で
す
。
特
に
消
防
活
動
の
功
労
が

認
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
に
は

北
海
道
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
、
本
年

三
月
五
日
に
は
消
防
庁
長
官
か
ら
永
年

勤
続
功
労
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

-阻民主手金の保険料は忘れずに r
国民年金に加入している皆さん、保
険料の納め忘れはありませんか。

今月は54年度分保険料の最終期限と
なっていますので、納め忘れがないか
いま一度お手もとの納付書(制収容)
を確かめでください。

圃昭和55年度国替翻査ポスター及び揮
懸賞募集揮悟

総理府統計局では、本年10月 1日に
行われる国勢嗣査について広く国民に
認識を高めるため次のように募集します。
1>応募要似
1ポスタ

(])大きさ A 2判 (420mmX594mm)
又は82半IJ (515mmX 728mm) 
(2駆l宰に盛り込む文字及び書体
「国勢制査J，r昭和155年J. rlO月
1日」及び 「総理府統計局J を必
ず記献する。士字及び数字の容体

は自由とするが、数字 (55.10 
1 )は縦崎哲きを問わず算用量
字とする。
(3応募資格昭和55!午5月10日現荘
てりl、子生文は中学生。

2標語
(U志募資措特に定め辛い。
(2応募方法官製はがき l枚につき
必ず1点の応募作品を記載しで、
総理府統計局(制査部国勢統計課)
〒162耳E京都新谷j区若松町95帯地
へ郵送。
(3)締切り昭和55年 5月10日(土)当
自の消印のあるものは有効。
(4)発表日目手J55年 6月10日付け官
報に発査のうえ、入選者に通知し
ます。 ー、

・5月(J)件日当番医 l 
3日今金町国保病院 世②022"
4日 北桧山町国保病院 (j)5011¥ 
5日 今金町富田医院 ②0324、
11日 瀬棚町楢崎医院 3022 
18日 今金町国保病院 ②0221 
25日 今金町岩mJ医院 ②0057 

日

h広 報口 口 お し らせ 口口同紅白百ゼロ口口 広報 口口 お し らセロロロ広報 口口 おしらせ司

01木

〈町内各郵便局〉
・函館社会保険事務所が轄転
函館社会保険事務所が次のとおり斬
築移転LまLた。
b轄・伝先 函館市千代台町26-i品3号
1>電話番号 (0138) 56~1l 61 (代表)

町民ひろばロロ地域のできごと、

林に入るときは森林を山火事から守る
こと、クマによる不測の事故を防ぐこ
とから、次のことがらを守りましょう。
b国有林に入る時は、最寄りの入林者
名簿に記入し、クマについての情報
などを聞きましょう。
1>入林する時は 2人以上で行き、 1人
歩きはやめること。
bタバコ、たき火主ど、火の取り扱い
は寸分注意すること。

b林道を歩行する時11、雪崩、崩落な
どに十分注意し、危険区域には絶対
近よらないようにする。

〈函館'iJ，"林支局今金匝林器〉
・転居届は郵便局にも
転居されるときは、郵便局にも転居
屈を出してく疋さ <'0
転居屈の用紙は、郵便局のなか町役
場の窓口にも耐えでありますが、普通
のはがきに旧住所、ご家脹の名前、転

居年月日を記入、最寄りのポストへ投
函 Lても桔榊です。
出された転居屈により 1年IIlJ、旧住
所あての郵便物を斬住所ヘ転送します。
なお書留と Lた郵即物や小包郵便物を
転送しますと転送料が必要となります
から、友人や知人なと主主主通信先へは
なるべく早く斬住所を連結しでιおいて
く疋さい。

-火提予防作文コンクールの募集
ノ、;足予防週間の っとしで、小字校
高学年児震を対象に火出予防作文を次
のように募集します。

b応募要傾小学校 4年、 5'下、 6年
生の児童

1>応募作品 特に課題はありませんが
火民及び蝶死事故を防ぐため、学位
や家庭にあ‘いでどのようなことを考
え、また実行しでいるかなどを主主
内容とするもの。なお 1人 1編 400
字詰原稿用紙3枚以内とし、作品は
返却Lません。
1>受付窓口 桧山広域消防組合今金支
若ても6月15日を柿明日として募集 L
ております。

・町民センターの図書の利用を
町民センター図j~~室では、現在4 ， 749
冊(一般3，548冊、児童1，201冊)の各
種図舎をとりそろえでおり、町民の皆

さんの利用に供しております。
貸L出 Lのjgl聞は 1冊が2週IIlJです。
どなたも、お気軽にご利用Lで下さ L着。
O貸し出L則1m 2遡間以内
otf L出L時!日l 午憧 111辛から 5時ま

て事

毎週月間目、祭目、年末
年拍

.重度身障者にハガキを無料配布
郵政省は身問者稲祉強制運動にちな

み ~Wい.nはがき、を発行、 1 . 2組

の身附者に無料でハガキ20枚を配布し
ます。希望者は 5月31日までに町内郵
便局に身障者手噛を持参して申し込み
ください。

(町内各郵便局〉
・山火事、クマに注意しよう
野や山が帥へと色づいてきますと、
いよいよ行事のシーズンです。
魚釣り 山菜取 η、登山など皆さん
は国有林に入林される機会が多〈な η
ますが、この季節は山火事の発生しや
すρ時期です。とくに、クマも出没す
る時間でもあります。そのため、固有

.咽
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ど
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滞
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光
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滞
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銀
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今
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話
局

佐
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幸
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さ
ん
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町
)
か
ら
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庫
五
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ラ
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(
中
古
)
二
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舟
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鈴
問
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子
か
ほ
る

き
ん
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か
ら
三
千
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里
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園
ヘ

マ
多
国
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さ
ん
(
南
町
)
か
ら
亡
父

の
香
典
返
し
と
し
て
三
十
万
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を
社
協

生
活
応
急
資
金
へ

マ
大
松
正
雄
さ
ん
(
南
田
代
)
か
ら
亡

父
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円
を
盟
寿

図
へ
。|
|
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

献
賞
が
剛
山
ら
れ
ま
し
た
。

中
島
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
七
月

か
ら
十
九
年
間
、
農
業
普
只
と
し
て
農

地
行
政
の
円
滑
な
推
進
と
農
業
経
話
の

近
代
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ホ
回
再

編
対
策
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、

更
に
は
、
農
業
振
興
方
策
に
つ
い
て
町

へ
答
申
に
献
身
的
努
力
な
ど
、
地
域
農

業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
誠
に

大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

新
今
金
中
学
校
の
校
章
募
る

統
合
さ
れ
る
今
金
中
、
宇
校
の
校
章
を

新
し
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

次
の
要
領
に
よ
り
校
草
の
図
案
を
公
募

し
ま
す
。

マ
統
合
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

マ
図
案
は
、
白
黒
で
表
わ
す
こ
と

マ
紙
の
大
き
さ
は
西
洋
紙
大
と
し
、
上

方
三
分
の
-
一
に
図
案
を
書
き
、
下
方

の
余
白
に
図
案
の
意
義
や
説
明
を
要

す
マ
公
募
資
格
は
、
今
金
町
内
在
住
者

マ
公
募
の
締
切
は
六
月
末
日
で
、
作
品

の
提
出
先
は
町
教
育
委
員
会

自衛官募集中

b志願資格 中卒程度、
18歳-25歳未満で日本
国絡を持つ者

b初任給月額88，400円
ポナス 4.9ヶ月分
b受付男子は常時、
女子は5月1日-27日
まて'

※詳しいことは役場町民

課又は今金募集事務所

(13) 
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竺竺当
削円に
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人 CI9，210人 (-34)

~ 4，493人 (一一28)
!J..- 4，717人 (ー 6) 

世帯 2，643世帯(-5) 
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